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１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

日本の惑星探査機「はやぶさ」は、小惑星「イトカワ」に着陸し、地球を出発してから 7年後

の 2010年 6月に総計 1500個の微粒子を持ち帰った。人類史上初めての、惑星・小惑星からのサ

ンプル・リターンであったが、この微粒子の研究によって、惑星や地球の形成に関して多くの新

事実が明らかになりつつある。その 1つに宇宙風化現象の解明がある。「イトカワ」には大気も

磁場もないため、太陽風粒子や宇宙塵の衝突によって鉱物には微小なクレーターがあいている。 

21世紀を迎え、宇宙や地球と、地球上の生命の研究は大いに進んだが、一方で不十分さもわか

ってきた。地学現象の理解と地学現象による災害への対策は、私たちの世界観をも支配するよう

になっている。「地学基礎」は、①私たちの生きる場の知識、②宇宙と地球の起源と形成史、③

環境の変化と生命の進化などの知識を授けてくれ、また、生きるために必要な情報を与えてくれ

る。皆さんは、地学のもつさまざまな内容、方法、考え方を、この「地学基礎」をもとに学んで

ほしい。自分の、そして地球の未来のために。 

２ 学習の到達目標 

「地学基礎」では、宇宙の 137 億年や、惑星、気象、海洋、生命、そして固体地球の 46 億年に

わたってくり広げられてきた現象と歴史を学ぶ。それぞれの事柄は、それぞれが 1つの体系とし

て機能しているが、それらはさらに大きな自然という体系の中で、相互につながりながら起こっ

ていることである。それぞれの事柄が自然の中でどのような位置を占め、ほかの事柄とどのよう

な関係をもっているのかを理解したい。また、地球および生命の進化の学習を通して、生命の偉

大さを再認識し、奇跡の惑星「地球」の一員として、果たすべき役割を自分なりに考察したい。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:観察・実験の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

災害や気候変動をはじ

め、地学現象全般に関心

をもち、意欲的に探究し

ようとするとともに、科

学的な見方や考え方を

身に付けている。 

宇宙や地球の様々な

現象の中に問題を見

いだし、探究する課程

を通して、事象を科学

的に考察し、考えを適

切に表現している。 

地学現象に関する観

察、実験などを行い、

自然の事物・現象を

科学的に探究する技

能を身に付けてい

る。 

宇宙や地球の様々

な現象について、基

本 的 な 概 念 や 原

理・原則を理解し、

知識を身に付けて

いる。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

ワークシートの記述 

探究活動の記録、発表 

 

学習状況の観察 

ワークシートの記述 

探究活動の記録、発表 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

ワークシートの記述 

観察・実験の記録 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

ワークシートの記述 

観察・実験の記録 

定期考査の結果 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４ 学習の活動 

期 

単
元
名 

学習内容 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

第
一
中
間 

地
球
・生
命
の
誕
生 

太陽系の天体   ○ ○ <どうして地球に生命が誕生できたのか> 

a:地球の誕生や生命の誕生・進化に興

味・関心を持って取り組む。  

b:生命の誕生・進化と、惑星「地球」の

環境の変化を関連づけて理解できる。 

c:岩石や鉄球の密度を求めることによっ

て惑星の特徴をつかむことができる。 

d:太陽系の天体について理解し，違いや

共通点を指摘できる。 

学習状況 

探究活動 

ワークシート 

観察 

定期考査 

地球の誕生 ○ ○   

生命の誕生・進化 ○ ○   

第
二
中
間 

活
動
す
る
地
球 

地球の構造    ○ <南海トラフ地震は 50年以内に発生!?> 

a:プレートテクトニクスに興味をもっている。 

b：近い将来に起こる南海トラフ地震の発生

メカニズムを説明することができる。 

c：プレート運動の模型を作成することによ

り、プレートテクトニクスが理解できる。 

d:地球内部の構造や地震現象について正

しく理解できる。 

学習状況 

探究活動 

ワークシート 

観察 

定期考査 

プレートテクトニクス ○  ○  

地震活動  ○  ○ 

前
期
期
末 

大
気
と
海
洋 

地球の熱収支 ○  ○  <なぜ温室効果ガスが増えれば温暖化か> 

a:大気圏の構造や地球環境問題に興味・

関心を持って取り組む。 

b:地球温暖化がどうして起こるのかを考

察し、自分なりの対策を考えまとめる。 

c:作図により大気圏の構造を理解する。 

d:地球規模の大気の大循環や海水の運動

を理解し、その原因を考察する。 

学習状況 

探究活動 

ワークシート 

実習 

定期考査 

大気と海水の運動    ○ 

地球の環境 ○ ○   

後
期
中
間 

移
り
変
わ
る
地
球 

火山・火成岩 ○  ○  <岩石がこんなに綺麗とは・・・> 

a:火山・火成岩や生命進化に興味・関心

を持って取り組む。 

b:様々な地質構造から、堆積当時の形成

メカニズムを説明することができる。 

c:炭酸飲料水の発泡実験や岩石・化石の

観察を通して、知識をより確かとする。 

d:地質構造の用語を正確に理解する。 

学習状況 

探究活動 

ワークシート 

観察・実験 

定期考査 

地層の形成  ○  ○ 

古生物の変遷 ○  ○  

後
期
期
末 

宇
宙 

世界・日本の地形 ○    <誕生時から寿命は決まっている> 

a:世界の様々な地形に興味・関心を持つ。 

b:第二の地球は存在するのだろうか。す

るとしたらどんな天体か考察する。 

c:スペクトルの観察や HR 図の作図を通

して太陽活動を理解する。 

d:太陽の表面現象、太陽光や太陽の一生

について正しく理解する。 

学習状況 

探究活動 

ワークシート 

観察・実習 

定期考査 

太陽と恒星   ○ ○ 

宇宙のすがた  ○   

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:観察・実験の技能   d:知識・理解 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元） 

の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けて 

いる。 


